
 

平成 30年度 防災訓練実施報告 

実施状況 

 日 時：【角間】   平成 30年 10月 16日（火）11:50～12:30 〔避難訓練 11:50～12:00〕 

     【宝町･鶴間】平成 30年 10月 15日（月）16:10～16:45 〔避難訓練 16:10～16:30〕 

 対象者：学生，教職員（生協等の業者も一部参加） 

 内 容：①学生・教職員等の一斉避難（一次避難場所への移動） 

     ②災害対策本部の編成及び指揮命令活動 

     ③自衛消防組織の編成及び自衛消防活動 

 目 的：大規模地震時の避難心構えの習得及び日頃の防災意識の向上並びに，災害対策本

部と自衛消防隊の活動訓練 

 ①避難訓練  

  避難人数（避難訓練参加人数）  

合計 4,830人 

 

H29年度 5,391人 

H28年度 5,290人 

 

 

角間 4,341 人 

 

H29 年度 4,776 人 

H28 年度 4,647 人 

北地区 

1,963人 

北地区 大学会館前（北側） 1,374 人 

北地区 人社 2号館前（北側） 318人 

北地区 人社 3号館北側（北側） 271人 

中地区 

 664人 

中地区 中庭 637人 

中地区 国際交流会館前 23人 

中地区 学生留学生宿舎駐車場 4人 

南地区 

1,714人 

南地区 正面玄関前 218人 

南地区 1号館と 2号館の間 692人 

南地区 2号館と 3号館の間 523人 

南地区 3号館とハードラボ 4の間 186人 

南地区 がん研横（西側） 95人 

宝町･鶴間 489人 

H29年度 615人 

H28年度 643人 

宝町 医学類Ｆ棟東側駐車場  ※学生は 177人 258人 

鶴間 小立野体育館      ※学生は 183人 231人 

     

 

 

 

 

 

 

一次避難場所（大学会館前）  一次避難場所（中地区）  一次避難場所（北地区） 

 

 

 

 

 

 



一次避難場所（北地区）    一次避難場所（南地区）  一次避難場所へ移動（南地区） 

 

 

 

 

 

一次避難場所（宝町）     一次避難場所（鶴間）    一次避難場所へ移動（宝町） 

 

②③災害対策本部及び自衛消防隊の活動等 

 

 

 

 

 災害対策本部                自衛消防本部（角間）     

 

 
 
 

 

 

 

 自衛消防地区隊（中地区）   応急救護所（角間）     応急救護（宝町）            

 

 

 

 

 

 

 
 初期消火活動（宝町）    避難者数の確認（宝町）    避難者数の確認（鶴間） 

 

 

 

 

 

 

消火器を使った消火訓練（角間）（宝町）            身の安全を確保（角間） 

 

 



 

講 評 

角間 

○学長の講評 

・学生と教職員を対象とした訓練は４回目となり，避難行動が慣れてきた。 

訓練が定着してきた。年々良くなっていると思う。 

・災害が起こった時に，キャンパスにいるのは学内者ばかりではない。今後は， 

学外者や海外の方への避難誘導・情報提供も想定していかなければならない。 

 

○消防署の講評 

・広いキャンパスを 3ブロックに分けた体制が構築されていて，素晴らしい。 

・災害への対応として，棚の転倒防止など事前に対策が取れるものを，日ごろから 

取っておけば，災害が突然発生しても，右往左往することを減らすことができる。 

日ごろから防災意識をしっかり持っていただきたい。 

・災害が発生しても，すぐに消防署が金沢大学まで救助に来れるとは限らない。 

大学は大学で守る気持ちを持ってほしい。 

 

〇その他の意見 

・実際の災害時には，停電が発生することが想定されるので，カードリーダを使用 

しない方法（数取り器）で，避難者数の把握を訓練すべき。 

・避難訓練時間が 5分短くなったことで，間延び感がなく，学生も避難訓練終了 

時間まで整列できていた。（昨年度までは途中退場者が多かった） 

・水消火器による消火訓練は昼時間帯にもかかわらず約 40名の参加があった。 

 

宝町 

○消防署の講評 

・学生，教職員の避難は特に問題なくできており，良かった。 

・災害はいつ起こるかわからないので，日頃からの心がけが大事である。 

・実際の災害の時も訓練したことを生かせるようにしてほしい。 

鶴間 

○消防署の講評 

・避難の際は静かに行動できており，良かったが，集合後のおしゃべりが大き 

かった。 

・避難所での情報伝達，情報収集に支障が出ることが予想されるため，避難後も 

静かするよう心がけること。 

・今回の出火場所は 1号館であったが，1号館からの避難者は，煙を吸わないよう，

ハンカチで口を押さえ，低い姿勢で避難するようにすること。 

・通報，連絡体制については，特に問題なく，良かった。 

 


